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平成12年4月に新しい幼稚園教育要領が施行された。

また、保育所保育指針も時を同じくして、平成12年4

月から新しくなった。このような幼児教育や保育の根

幹に関わる変更はおおよそ10年の間隔をもって行われ

ている。本研究はそのような幼稚園教育に大きな変化

をもたらす教育要領の変更に伴うであろう教育課程の

編成に当たっての様々な問題点を明らかにしようとす

るものである。特に本稿では、当事者である幼稚園教

師に対する直接のインタビューを通して、教育課程を

どのようにとらえているか,教育課程の編成するにあ

たってどのような問題点があり,どのようにそれを克

服し,日常の保育に生かしているかについて明らかに

しようとするものである。

一般的に,それぞれの幼稚園にはそれぞれ異なった

教育課程がある。ここでは,幼稚園における教育課程

を保育の中で展開される幼児と保育者との相互作用を

規定する基本的な役割を果たすものとしてとらえ,敬

育課程編成の視点,および教育課程編成の手順につい

て考えてみることとする。本年度は,特に編成の視点

について,教育課程編成の歴史,現在の教育課程のと

らえ,教育課程編成に当たっての留意点などについて

の内容に限定して述べ,来年度以降その他の側面につ

いて述べる予定である。

そもそも教育課程とは,学校教育法,学校教育法施

行規則に基づいて幼稚園教育要領に規定されているも

のである。幼稚園教育要領第1章総則第3項に次のよう

に述べられている。

「各幼稚園においては,法令およびこの幼稚園教育要

領の示すところに従い,創意工夫を生かし,幼児の心

身の発達と幼稚園および地域の実態,に即応した教育課

程を編成するものとする。

(1)幼稚園生活の全体を通して第2章に示すねらいが

総合的に達成されるよう,教育期間や幼児の生活経験

や発達の過程などを考慮して具体的なねらいと内容を

組織しなければならないこと。この場合においては,

特に,自我が芽生え,他者の存在を意識し,自己を抑

制しようとする気持ちが生まれる幼児期の発達の特性

を踏まえ,入園から修了に至るまでの長期的な視野を

持って充実した生活が展開できるように配慮しなけれ

ばならないこと。

(2)幼稚園の毎学年の教育週数は,特別の事情のある

場合を除き, 39週を下回ってはならないこと。

(3)幼稚園の1日の教育時間は, 4時間を標準とする

こと。ただし幼児の心身の発達の程度や季節などに適

切に配慮すること。」

教育課程編成の視点　このような教育要領を基礎とし

て,各幼稚園においては,それぞれの幼稚園独自の教

育課程を作成することになる。しかし,教育課程を編

成するに当たっては,幼稚園教育要領だけがその基礎

となるわけではないことはいうまでもない。

教育課程を作成するためにはいくつかの条件あるい

は要因とも言えるものがあろう。そのことについて,

ここでいくつかの幼稚園で実際に教育課程を編成する

ために行われたものを挙げる。広島大学附属幼稚園で

は, ①幼稚園教育要領は,学校教育法,学校教育法施

行規則にも規定されている通り幼稚園の教育課程の基

準である。教育課程の編成にあたっては,幼稚園教育

要領に述べられていることを基として,幼児期にふさ

わしい教育の展開を目指す幼稚園教育のあり方を理解

し,幼児の心身の発達や幼稚園,地域の実情に即した

教育課程を編成することが大切である。

②教育課程とは,幼児の発達の過程を見通して,幼稚

園の教育期間の全体にわたって,それぞれの幼稚園の
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教育目標やめざす幼児像に向かって,どのような道筋

をたどって保育を進めていくかを明らかにした全体的,

基本的計画であり,入園から修了に至るまでの幼児の

発達やおおまかな生活の道筋を示したものである。

③指導計画とは,教育課程に基づいて作成されるもの

であり,幼児の発達の実情や幼児の生活する姿と照ら

し合わせて,それぞれの発達の時期にふさわしい生活

が展開されるように,また,一人一人の幼児が生活を

通して必要な体験が得られるようにするための具体的

かつ実践的な計画である。

①教育課程は具体的な指導計画と密接な関係があり,

指導計画を立案する際の骨格となるものである。教育

課程は,どの時期に,どのようなねらいを目指して,

どのような指導を行ったらよいかが全体的に明らかに

なるように,具体的な目標としての「ねらい」と,そ

のねらいを達成するた捌こ経験させたい「内容」を組

織したものである。それに対し,指導計画は幼児の実

態をもとに,幼児の生活する姿を実際に思い描きなが

ら,教育課程に沿って,さらに具体的に,それぞれの

時期のねらいや内容,環境の構成,活動の予想,保育

者の援助などを示した実際的・実践的な保育の計画で

あり,子どもたちが「いつ」 「何を」 「何のために」

「どこで」 「どのように」経験したらよいかという保

育者の見通しであるといえる。

⑤指導計画には,長期的な見通しをもった年,期,月

などの計画と,それと関連して具体的な幼児の生活に

即した過,日などの計画が考えられる。教育課程に沿っ

て長期の指導計画が作成され,長期の見通しをふまえ

た上で,過や日の計画が立てられ,日々の保育が実践

されていくことになる。さらに,日々の実践のまとま

りから,次週のねらい,内容,活動の予想が生み出さ

れ,その積み重ねが,長期のねらいや内容に生かされ

ていくといえる。

⑥具体的な指導は幼児の生活に応じて柔軟に行われる

べきものであり,指導計画は実施していく段階で幼児

の実態に沿って見直され,必要に応じて修正され改善

される。したがって,指導計画の骨格である教育課程

もまた,見直され改善されていく。教育課程は,編成

-実施-評価-改善-実施という過程をたどりながら

幼児の実態に沿って見直されていくものである。

⑦幼児教育は幼児期に完成を求めるものではなく,一

生の基礎を培うものであるので,教育課程及び指導計

画においては結果を求めるかたちの幼児像は避けるべ

きである(広島大学附属幼稚園, 1996)c

また,同園では,次の事項も考慮している。

①学校教育法・幼稚園教育要領の示す基本に従う。

②本園教育目標に向かい,幼児が心身共に健康で,い

きいきと豊かに育つ幼児教育の実現を目指す。

③教育方針と経営方針とを明確に整理し,それらが十

分機能し実現するような工夫を図る。

④教育学部附属幼稚園として,研究を推進する,教育

実習生を受け入れるという役割を十分果たせる基盤の

確立を図る。

⑤学校教育のスタートに位置付いている幼稚園教育の

重要性を考え,小学校教育へ何を発信し,どのように

接続していけばよいかを見極め,教育課程の中にそれ

を踏まえていく。

⑥地方都市における大学附属幼稚園として,幼児教育

にかかわる考え方や実践の提案,さらに情報の発信が

できるようにする。そのために,必要に応じて関係保

育施設をはじめ,関係諸機関・関係者との連携を深める。

⑦幼児期の教育の重要性を考え,それを支えている家

庭・地域との連携を深めていくための工夫を図る(群

馬大附属幼稚園, 2000a, b)0

さらに,公立幼稚園においては,まず,教育課程を

どのようにとらえるかを次のように定義していた。す

なわち, 「教育課程とは,幼稚園教育の目標を有効に

達成するための教育内容を,幼児の心身の発達と,幼

稚園及び地域の実態に応じ,組織,配列した教育計画

である。また同時に,幼稚園における教育期間の全体

を見通した計画であり,指導計画を作成する際の骨格

となるものである。」 (真亀幼稚園　研究集録　生き生

きと遊び共にのびる子どもの育成一教師の言葉かけを

中心に-, 1995)。教育課程の編成にあたっては,吹

の点が留意されている。 ①幼児の主体的な活動を促し,

幼児期にふさわしい生活が展開されるようにする。

②遊びを通しての総合的な指導を行うようにする。

③幼児一人一人の特性に応じ発達の課題に即した指導

を行うようにする。

このように,幼稚園において共通にとらえられてい

る事柄としては,基本となる教育要領や関連する規定・

法令を基にして,教育目標に関わった側面に注目して,

さらに地域などの特性を考慮しながら教育課程を編成

するという点で重要な役割がとらえられている。それ

ぞれの幼稚園の置かれた立場の違いも教育課程を作成

するためには考慮されている。

教育課程編成の手順　教育課程を考えるに当たっては,

それを編成していく手順についても,どのような形で

とらえられているかを考える必要がある。いくつかの

幼稚園で実際に行われた教育課程の編成については,

具体的にみてみると以下のようなものであった(図1

参照)。

広島大学附属幼稚園(広島大学附属幼稚園, 1996)
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の場合

①幼児の育ちの過程を系統的に捉え直す。すなわち,

平成6年度第16巻紀要で捉えた, 「期にみられる子ど

もの姿」を見直し,育ちの過程を系統的に捉える。

②期の特徴的な姿と期の過ごし方を再考する。育ちの

過程を明確化するために, ①で捉え直した姿,及びそ

の期にみられる特徴的な姿を明らかにし,以前に捉え

た「期の過ごし方」を再考する。

③幼児の自己実現の視点を明らかにする本園独自の教

育課程を編成するために,研究主題である幼児の自己

実現に視点をあて,各期における幼児の自己実現の姿

を明らかにする。

④ねらいと内容を明らかにする(2X3)をもとにして,各

期のねらいを明らかにする

⑤保育者の援助を考える(4)で捉えたねらいをもとにし

て,各期の保育者の援助を考える。

⑥教育課程を編成する。

群馬大学附属幼稚園(群馬大学附属幼稚園, 2000b )

の.ta告

①編成に必要な基礎的な事柄について整理をする。

②教育目標についての吟味と共通理解を図る。

③幼児の発達の過程の見通しをもつ。

④具体的なねらいと内容を組織する。

⑤環境の構成についての考え方を明らかにする。

⑥行事についての考え方を明らかにする。

⑦家庭・保護者との連携についての考え方を明らかに

する。

⑧小学校との連携についての考え方を明らかにする。

⑨教育課程を編成する。

このように教育課程について考えるに当たっては,

自己実現を支える
教育課程の編成

図1　教育課程編成の実際

教育課程の編成の条件あるいは要因,その手順などを

考慮する必要がある。

ところで,実際に保育に当たっている教師は,自ら

の幼稚園の教育課程をどのようにとらえているのであ

ろうか。日常保育の中で,教育課程がどのように意識

され,それがどのように利用され,あるいは考慮され,

指導計画につながっているのであろうか。小学校など

とは異なり,遊びを中心とした幼児の場合には,幼児

が自ら取り組むよう活動を援助しなければならないと

小川(1989)も指摘しているように,幼稚園はそれぞ

れ独自の教育課程弓旨導計画を立て,それに基づいた

教育が行われるべきであろう。また,教育課程の編成

に関わらなかった幼稚園に移動することもあろう。す

なわち,ある幼稚園から別の幼稚園に移動したときに

はすでに教育課程が偏成してあり,その成立を十分に

認識しないまま指導計画におろすことが必然とされる

ということもあるかもしれない。そのような場合には,

教師はどのように教育課程をとらえ直し,どのように

利用し,活用しているのであろうか。また,それぞれ

の幼稚園の持つ地域の特性や文化などをどのように吸

収し,日常保育に生かしていくのであろうか。本研究

においては,教師に対するインタビューを通して,敬

育課程がどのようにとらえられ,どのように意識され,

どのように利用されているか,また,そのとらえ方は

教師によってどのように異なるのか,または同じなの

か,さらに,意見の相違や一致をどう生かしていけば

いいのかについて,考えていくための基礎的資料を提

供しようとするものである。

方　法

対象者:広島大学附属幼稚園の教師4名

インタビュアー:広島大学教育学部教官

インタビュー時期:平成12年7月31日, 8月24日,

12月22日の3回

インタビューでの質問の要旨:インタビューの際の

基本的姿勢としては,それぞれの教師の考えをできる

だけストレートに聞き出すように心がけた。具体的質

問項目は, ①教育課程編成の基礎とは何か, ②実際に

今ある教育課程をどれくらい利用しているか, ③教育

課程の見直しについてはどう考えているか, ④どのよ

うな子ども観・人間観を持っているか, ⑤どのような

保育観をもっているか, ⑥保育者の役割をどのように

とらえているか,などの視点を持って臨んだ。特に本

稿では,幼稚園の教師が教育課程をどのようにとらえ

ているか,教育課程の編成するにあたってどのような

問題点があり,どのようにそれを克服し,日常の保育

における教育課程の持つ意味に関して,当事者である
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幼稚園教師に対する直接のインタビューを通して明ら

かにしようとする目的で行った。しかし,実際のイン

タビューにおいては,すべての教師に全く同じ質問を

しても,インタビュアーとのやりとりの中でその返答

のし方が異なることも多かったので,完全に同じ内容

を聞き取っているともいえない部分がある。インタ

ビュー内容はすべて録音し,そのテープを起こした。

本研究においては,以上のインタビューのうち①の

教育課程の編成の基礎について,特に,教育課程をど

のようにとらえどのような要因を考えて編成すべきか

について焦点を当てることとした。

結果と考察ではIはインタビュアー, A, B, C,

Dは幼稚園教諭である。

結果と考察

教育課程編成の視点

教育課程の編成の歴史について　平成8年に3歳児

から5歳児までの教育課程が編成されたが,それ以前

に教育課程が編成され明文化されていたかについて次

のような内容があった。

)　この幼稚園には以前(平成8年以前)に,はっきりと

明文化された教育課程があったのですか。

B　平成8年から3歳児から5歳児までのすべての年齢に

対応したものを作るというような方向で進んできたのでしょ

うが,この幼稚園に私がきたのは3歳児学級が増設された

ときですので,それまでの教育課程の編成やそのことにつ

いての話し合いには関わっておりませんので,十分にその

ことについては理解しておりません。

(なお.この点について.後日,次のような事情であったこと

が判明した。 『平成8年度に編成された現行の教育課程以前にも,

教育課程は存在したが.それは紀要に掲載された形では示され

ていなかった。平成5年に3歳児学級が開設されたのに伴い,

それまでの2年課程の教育課程とは別に. 3年間を見通した教

育課程の編成が必要となったことから,平成5年から3年間か

けて子どもの発達の道筋を探り,それを基にして3年課程の新

しい教育課程編成に取り組み,紀要に載せた。』)

このような認識に対して,別の教師は全く違った認

識をしていた。その点について,インタビューの内容

を掲載する。

K　いいえ,ありました。教育課程に縛られてそれに引っ

張られるようだったら教育課程は必要がないとをいうこと

だったけれども,私たちはそれが入りますということで作っ

ていました。

l　いまのような形であったんですか。

A　こういう形ではないんですが,ありましたよ。ずっと

あります。次の指導計画というのはそれぞれが自分で作っ

たんです。なしでやったことはないです。それは必ず作っ

ていましたよ自分で。教育課程の1枚ものは4歳5歳につ

いてはありますo他の先生たちと一緒に作りましたO期の

ところに月が上に入っていました。期は入っていませんで

した。

このように同じ幼稚園の構成員であっても,あるい

はそこに関係したものであっても認識のし方が異なる

ものであった。この違いはどこかららくるのであろう

か。第1には,歴史を十分に知っているかどうかとい

う問題であり,第2には,そのことを関係者が共通認

識していなかったこと,第3番目には,現在のスタッ

フのほとんどが,最近着任したことによる可能性があ

る。いうまでもなく,歴史を知ることは次の歴史を作

る上で欠くことのできないものであるので,どのよう

な歴史があって現在の教育課程があるかについて,樵

成員が十分に認識することこそ大切なことではないだ

ろうか。

現在の教育課程をどのようにとらえているか　現在

の附属幼稚園で編成されている教育課程について,節

の幼稚園と比較しながら,次のようにとらえていた。

C　前の幼稚園にもありました。作るところや実際に関わっ

てないのであるものとし,それを見直すというのは必要な

気がするんですけどそれを土台に直すぐらいで,自分が教

育課程を作るときにはあまり関わっていない。 ,必要なもの

として,あるものとして考えています。日々の生活をしな

がらも時々今の時期の子どもの姿はこれでいいのかなと確

認するために見るということをします。実際には,広いの

で,おおまかに書いてあるのでどういうふうにでもとらえ

られるかなというふうに思いますし,あまりこだわってい

ません。実際に,広いのでかなりおおまかですよね(大き

く期にくくってあります)。ですから.どういうふうにで
もとらえることがてるできるので,あまりこだわって,ぎ

ちぎちに縛るものとしては考えていません。

l　子どもが育ってゆく過程が先生方の頭の中にはあると

思うんですが。

C　それがちゃんと,それをどういうふうに書いて出して

言われたとしたら,それは難しいと思います。しかし,日々

の生活していく中で,起こってくることについての考え道

筋は自分の中にあると思いますが,それを書いて出してく

るとなると自分の中で不安なところがあります。

l　自分の思っていることと教育課程に書いてることを対

照するということも,或いは確認するということもあるか

もしれませんね。

C　そうですね。それはあります。

D　でも,それは理論化してあるのではなくてなにか感じ

られるものとか,一緒にいることによって,子どもがそう

なってくるし,子どもに望むというか,そうなってほしい

ということはよくあると思います。そのような感じでいう

とすれば,教育課程はいらないと思います。一人ひとりに
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そういう関係があれば,なくてもいいと思いますO

前の幼稚園は教育課程,こういうのはないです。ですが,

週案や日案は決まっている。だからあることは全部決まっ

ているガチガチに。教育課程,そういう見通しようなもの

は多分ない。

ここの教育課埠は,ごく当たり前のことしか書いてない

し,何もないではないかと思いま した。その意味で非常に

自由になったような気がして,子どもと向き合うような感

じがでたのかなと自分で思っています。でも,子どもによっ

て期がどうのこうのいっても,全体の雰囲気はあるけど,

ほとんどそれを参考にしてはいない。子どもの見逃してっ

ていうことにもつながってくるように思います。去年くら

いまでは,実際にちゃんと本園の教育課程を見たことはない。

今思うのは,自分の限界,自分がを思えると思ってたっ

ていう感じ,つまり一人ひとりの子どもについて.今はこ

ういう段階こういう時期でつぎにはこういうふうになろう

というようなことを思えると思っていました。しかし,い

ま全員に対してそうは思えないなという感じがしてきまし

た。見逃していることがあるように思います。その意味で

は,教育課程を見た時に,あそうやっぱりそうかと確認で

きるとか,やっぱりそうかなと思ったりして,改めと教育

課程を見ることはあるかなと思ったりします。ただ,今で

も教育課程があるからそれに沿って保育をしているという

ことについては,そうではないという感覚があります。

また,今作ってある附属幼稚園の教育課程をおおまかで

すね, 2年間または3年間で作ってありますね。

ここでみられるように教師によって,教育課程のと

らえ方がかなり異なっている。大切なことは, 「ここ

の教育課程は,ごく当たり前のことしか書いてないし,

何もないではないかと思いました。」といいながら,

自分の限界,自分がを思えると思ってたっていう感じ,

つまり一人ひとりの子どもについて,今はこういう段

階こういう時期でつぎにはこういうふうになろうとい

うようなことを思えると思っていた。しかし,いま全

員に対してそうは思えないなという感じがしてきた。

見逃していることがあるように思います。その意味で

は,教育課程を見た時に,あそうやっぱりそうかと確

認できるとか,やっぱりそうかなと思ったりして,改

めて教育課程を見ることはあるかなと思ったりしま

す。」というように,明らかに教育課程の必要性を認

識するようになってきているということである。それ

ぞれの幼稚園での経験が積み重ねられるにつれて,そ

の意味が重要であることを認識することが,教育課程

を改めて検討するために必要なことであるかもしれ

ない。

同様の認識に変化は次のようなDやCが述べたこと

にもみられる。

D　園にはその園の文化とか目指す姿があるわけですから,

そのような手続きでないとバラバラになってしまいます。

どういう方向にいくかがわからなくなってしまうのではな

いでしょうか。教育というものがある目標があって,それ

に向かっていくというならそれに沿ってやるというのが筋

だと思いますし,その意味でそれに逆らうというのは基本

的には職員としては間違っていると思います.ただ,三旦

幼稚園の教育課程は績い-それほど厳密ではないので,自

分で工夫する余地もあるので救われている という状況です。

ほんとうは,たとえば文部省とかいうのは文部省が望む子

どもをつくらなければならないというふうに思うから,敬

育課程をちゃんとしろよということが強くなっているよう

な感じ.感覚としてそういうふうな傾向が強くなってくる

んではないかと思います。

C　この幼稚園に転勤してきたときに非常に自由な感じが

がありました。この幼稚園の教育課程には書いてある通り

にやらなければいけないっていうふうには書いてありませ

んし,そのように言われる人もありませんし,そんなにふ

うにしなくてはいけないとか,このときには子どもたちを

こう向けようと思ったことは全然ありません。一人ひとり

子どもは違うから,全体的な流れとしてはこうかという流

れを感じるのだけど,全体のクラスの流れとしては全体こ

うかなあということを感じます。一人ひとりの子どもが育っ

ていく過程は違うと思うので,それを当てはめようとも思

わないし, よりよく育っていくのにどう したらいいのかな

ということについては 日々考えて保育をしていくことが大

坦なのではないかなと思っていますo教科書のような感じ

では教育課程をとらえてはいません。

まさに,最後に述べられているように, 「教科書の

ように教育課程をとらえることはしていない」という

ことは,幼稚園での教育を行う姿勢としてきわめて重

要で基本的なことである。ややもすると,教育課程を

金科玉条のように考えがちになりそうなところで,こ

のような意識をもつ教師の存在は心強い。

さらに,教育課程をどのようにとらえ,それをどの

ように利用するかなどの心構えなどについて,次のよ

うな内容が述べられた。

A　保育は.子どもと生活を楽しんで子どもがやろうとし

てることを基本的には目指していくのですが,その目指す

方向性が見えているのと(そうではないのとでは遣うので

はないでしょうか),自己実現を支えていくということに

ついてどのような生活経験を積み重ねていくためのおおま

かな道筋を明らかにすることが必要だと思います。ただそ

れぞれの子どもが実際にはそれぞれの道筋をたどっていく

ことになります。こういう活動をしてほしいと思うものが

指導計画だと思います。だけどこれ(教育課程)はどうい

う道筋を踏まえて・ 2年間もしくは3年間生活をしながら
過ごしていくべき ものだろうかっていう ものを示している
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運堕として示しているものだと思いますo
l　それは保育のためのガイドのようなものですかo

A　そうですね。ガイドの部分と,迷っていた場合に,ど

うすればいいのかなと思ったときにそれを確認し安心する

ことのできるものと考えています。ケースによっては急い

でいかなくてもゆっくりゆっくりとたどっていく道筋もあ

るということ,いまこの時期は今の時期で見通しとしてこ

んなことがあるのでそれほど急がなくてもいいというとら

え方ができます。しかし, ガイドといったらそれにのせな

てはならないといったような意味でとらえられる危険性

があります。そこまでいかなければならないというような

とらえ方をされてしまう恐れがあります。一足飛びに行っ

てはいけないのだと.戒めになったり,急いではいけない

のだとかいうような判断の基準になります。そのために期

も取り除いたのです。

l　今のことは非常に大事なことだと思うのですが,ガイ

ドということになると我々はややもするとそれに合わせな

ければならないというふうに考えてしまいやすいので注意

が必要ですね。

A　こちらで考えているガイドは,この姿を見たときにこ

れがどういう方向に向かうかについて考えるときに,今の

子どものつまずきや停滞について,それを克服するために

どのような援助をすればいいかを考えることができるよう

になります。

道筋がなければ,方向性も分からずどのように援助して

いけばいいかも見通しが立たないと思います。そのための

道筋を示したものとして教育課程というものが存在しその

必要性もあるのではないでしょうか。

教育課程というのはT保育を縛るということではなく,

子どもが生み出してゆくという状況は変わらないと思いま

す。日々の生活を自分で考えを生み出していくということ

は変らないと思います。そのところに先生が一緒にそうい

う状況を作り出していくときに, 1つの状況を生み出すよ

うに先生が関わっていくときに,その教育課程があること

ですごく教師のかかわりがやりやすくなると思います。

教育課程を編成するに当たっての基本的な姿勢やと

らえ方の注意点などが述べられた。教育課程があるこ

とによって,日常に保育における援助がしやすくなる,

援助の明確な根拠になるということが示されたとい

える。

教育課程の編成するにあたって注意・考慮すべきこと

がら

教育課程を編成するにあたって,必要な条件は本論

の問題設定の箇所に述べてあるとおりであるが,実際

にはどのようなものとしてとらえられていたのであろ

うか。そのことを示すことがらは次のような陳述に示

されている。

l　今ある教育課程についてのとらえ方に,先生による達

いがあるのでしょうか。

A　教育課程を作っているところにかかわった先生はT　自

分のものになっているので教育課程を明確に意識している

と思いますが,すでにできあがったところに来られた先生

は,与えられただけだったらスーと流れてしまって.そこ

の言葉ひとつひとつも十分に理解する事が難しいこともあ

るだろうし,ぐっと自分の中に入っていくことについても,

編成に関わった先生ほどでもないかもしれません。

実際に教育課程を作った暗には,全部の年齢の子どもた

ちのいろいろな姿を出して,それをひとつの言葉で挙げて

作りましたので,その言葉にはいろいろな子どもの実際の

姿があります. 1見して,その事柄・言葉の背景にどの様

な姿があるかが読み取りにくいから,多分す-つと素通り

してしまうんだろうなあと思います。だから教育課程は活

用されにっくいんだろうだと思います。

l　極端な言い方をすれば.毎年作っていかなければいけ

ないってことになりますか。

A　そうですね。年度始めにもう1回きちんとそれをを見

て,毎年それこそ年間指導計画をきちんとチェックし.塞

識統-をしたり,ここはおかしいとか,これはどういうこ

となんだろうなどについて皆で共通理解する必要があると

思います0本園においては年間指導計画の,見直しをする

時間もないしそういう計画を立てていないところに問題が

ある。

】次善の策として. 4月に年間指導計画について,相互

に話し合いをして理解を深めておくことが必要であるとい

うことですか。

A　そうです。そうすると年度末にはこの教育課程をみん

なでどうだったろうと,今年はこうだったよとか話をし,

それを貯めておいて見直す必要があると思います。もちろ

ん毎年ころころと教育課程を変えるということではありま

せん。その蓄積を何年かたって検討して,やはり修正すべ

きところは修正する必要があるという検討の方向が必要な

んではないでしょうか。本来はそういうことをやっていか

なければいけないですよね。余り大筋は変わらないと思い

ますけれども,表現とかを変える必要があるのではないか

と思います。

実際にどこの園でもそういうことはなかなかできない.

実際に研究を教育課程にあてたときでないと見直すことは

できないように思います。

このように教育課程を編成するに当たっては,教師

の現実の子どもの姿についての深い理解と,そのこと

を基にした教育に関する積極的な関わりの必要性・重

要憶が強調されるようである。また,教育課程の修正・

変更については,できる限り行いたいという希望があ

り,そのことは教育課程編成に関わることによって一

層の関与がなされ,そのことが幼児教育・保育・援助

や指導にポジティブな影響を及ぼすことになると考え

られる。さらに,その年その年で,保育の対象となる

幼児が毎年変わること,また,子どもや幼稚園を取り

巻く様々な環境要因の変化を考えるとすれば,毎年あ
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る時期,たとえば,新学期が始まる前に,教育課程を

編成する作業,あるいは見直し,教育課程についての

教師間の意思統一などの必要がある。

さらにインタビューは展開して,幼稚園の教育課程

と小学校や中学校の教育課程との違いについても言及

があった。そのような比較をすることによって,幼稚

園の教育要領がどのようにあるべきか,特色は何か,

違いは何かという点についても明らかにすることがで

きると考えられる。

l　文部省の教育要領が変わり,それに伴って教育目標と

か,指導の視点が変わっていくということになると,それ

に基づいて作られている教育課程は絶対的な根拠になり得

るのかということにもなりますよね。教育課程はすがれる

ものかなという思いもありますが。

D　本当は,教育課程は発達の道筋を描いているものでは

ないと思います。発達の道筋を見るんだったら発達本を読

めばいいから,やはり園とか文化的な背景があって作られ

たものであるからそれを意図している作っていくものであ
ると思います。

A　地域の実情とか,各幼稚園の環境とか,背景とかそう

いうものが入ってくると思います。まったく園によって遣
うと思います。

D　英語教育とかいうことをやっている園は,カリキュラ

ムの中にも入れているだろうと思いますが,本当のところ

はよくわかりません。それはおそらく指導計画と違うと思

います。指導計画の中には内容的にも必要なものが盛り込

まれると思います。よくわかりませんが小学校も内容とい

うのはどのようなものですか。

l　小学校や中学校では.教科別になっています。そのと

きに何をするかきっちりと時期も決まっています。

D　そのことと幼稚園の教育課程との間のキャップがある

ように思いますO基本的には教育課程っての埠そういうも

のだと思いますが,幼稚園に持ってきたときには境界がな

いし,一人ひとりの子どもというような持ち方で保育をす

るわけですから,ギャップもあるから幅のあるような書き

方にもなったりするし,中途半端なものみたいなとらえ方

がされる背景があるのではないかと思います。もしこうで

なければならないことがあったとすればそれからは逃れら

れないわけだし,先ほどのガイドと違ったものがあると思
います。

このように,教育課程の編成に当たって,小学校の

教育課程との対比をしながら考えていくことは,幼稚

園教育の独自性の観点からも非常に大切なことである

と考えられる。

教育課程やカリキュラムと呼ばれるものは指導計画

とは意味が異なるものである。子どもの経験,子ども

の発達段階,子どもの実際の姿を基礎として子ども自

身が自ら育っていくということがすべての基本にある。

小川(1989)は,次のように述べている。 「そもそも

カリキュラムというのは,児童中心主義の伝統を引く

もので,子どもの経験の流れが前提となっている。そ

して,この考えに基づけば,教育というのは自己教育

であり,子ども自身が問題を解決していくものなんで

すoその前提に立って,カリキュラムというものは,

子どもに成り代わって教師が望ましい経験を並べてい

くものであり,ですから常に子どもにとって仮説であ

るわけです。」 (Pp.14-15)。まさに,本研究のインタ

ビューからは,小川の指摘する本来の教育課程・カリ

キュラムのあり方が示唆されているようである。すな

わち,教育課程の編成に当たっては,指導計画との関

逮,幼児の発達の姿,園の目標や遊びを中心とした保

育の展開の予想,さらに,幼児の主体性を生かす教育

課程のあり方などについて考慮することが意識されて

いることから,教育課程編成のきわめて基本的な要件

を満たすことの重要性が示されているのである。

ところで,教育課程に関わって,ノーカリキュラム

主張(平井, 1989)もあるが,その本旨は「カリキュ

ラムの多くが,子供不在であり,保育者が頭の中で作

成したものであり,それに沿って課題を子供に押しつ

けることによって,子供の自発性に圧力を加え,その

発達の停滞した子供のを多発させている　(中略)

保育界や教育界には,依然としてタテ社会の意識が強

く残っており,それが子どもたちの自発性に圧力を加

えている。この点の反省が,保育界の緊急の課題であ

る。まず,カリキュラムの是非について検討を始めて

ほしい」 (p.7)ということである。このような警鐘

は,教育課程や指導計画,月案,日案を編成するに当

たって,留意しなければならないきわめて大切な事柄
であるといえる。
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